
新しい年を迎え学園の子ども達も職員も新鮮な気持ちで生活をスタートしています。昨年は、

2月に改築工事が終了し、新しいグラウンドや機能訓練棟、プールが完成したことで制限のあっ

た活動から開放され、より元気よく遊ぶ子ども達の姿を見ることができる年となりました。

子ども達は猛暑の夏には新しいプールを使って元気に遊び、秋には東大久保自治会の皆様

にもグラウンドでの自治会運動会を開催していただくなど、改築工事や新型コロナウイルスの

影響で止まっていた時間が久しぶりに動き出した年でした。今年は動き出した活動を再び軌道

に乗せ、より発展できる年にしていきたいと考えています。

さて学園では学園で生活する子ども達への支援の他に３つの役割を担っています。まず第１

に激しい行動障害のある子どもや心理的な影響を受けている子どもへの専門療育、次に市町や

民間施設の後方支援、そして人材育成等、県全体の療育支援力の充実です。この３つの役割を

子ども達への支援に加えて職員一同懸命に取組んでいます。行き届かない点もあるかと思いま

すが、本年もご家族、児童相談所をはじめとする関係機関や地域の皆様には、ご支援とご協力

をよろしくお願いいたします。

園長 望月 伸晃

にじユニット紹介
にじ寮は、小学部１年生から高等部１年生までの女子 1０名が生活しています。平日の下校

後は、リビングで工作や塗り絵、カードゲームなどで遊び、休日は、ふれあい広場やグラウ

ンドで、自転車やリップスティック、鬼ごっこなどをして元気に体を動かしています。室内で

のカラオケやボーリングが大好きな子もおり、児童の希望も取り入れながら活動を決めてい

ます。また、配膳やお掃除などのお手伝いをみんなはりきってやっています。

12 月のクリスマス会では、ダンスや歌、けん玉など全員がステキな出し物を披露し盛り

上がりました。サンタさんも来てくれ、笑顔いっぱいのクリスマスでした。

学園正面玄関ロビーは、にじの児童が作った壁面装飾でいつも賑やかに彩られています。

季節ごとに制作し、1２月はクリスマスの装飾でした。ぜひ御覧ください。
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「感染症に負けない身体をつくろう！！」

冬の寒風が身に染みる時季となりました。この時期から注意が必要になるのは、感染症で

す。コロナウイルス感染症、インフルエンザ、ノロウイルスによる感染性胃腸炎には注意が必要

です。県内では、例年よりも４ヶ月ほど早い９月にインフルエンザが流行入りしました。

感染症に負けない身体をつくるためには、マスクの着用、手の消毒、手洗い、うがいなどの

基本的な感染症対策と共に自らの免疫力を高めることも大切です。一緒に免疫力を高めて健

康な身体づくりに取り組みませんか？

① バランスの良い食事を摂りましょう。

ビタミンＡ（人参、ほうれん草、豚・鶏レバーなど）、

ビタミンＣ（ピーマン、ブロッコリー、キウイなど）、

ビタミンＥ（カボチャ、アーモンド、せん茶など）や

発酵食品（納豆、キムチ、みそ、漬物、ヨーグルト）を

食べましょう。

② しっかり睡眠をとりましょう。

６～８時間を目安に睡眠時間を確保しましょう。

③ 適度に運動をしましょう。

早歩きのウォーキングもおすすめです。

④ たくさん笑いましょう。

作り笑いでも効果はあります。



幼児班紹介
絵画クラブでは先生の指導の下、クレヨンや絵の具を使って思い思いに表現しました。完成し

た作品は愛護ギャラリー展に出展し、賞をいただきました。

秋の遠足は浜松市動物園に行きました。普段は出会えない動物をたくさん見ることができ、

お弁当もおいしく食べました。

うみユニット紹介
うみユニットは、小学３年生から１６才までの中度重度の男子児童の１１名が生活しています。

うみ１の児童は、外活動ではサッカー、野球、鬼ごっこなどをして体を動かしています。

工作が好きな児童は、画用紙や折紙などで携帯電話や杖などを作って遊んでいます。

夏のバス外出で袋井市同笠海岸に行きました。

警棒、ほうき、剣です。

バス外出で海へ ワクワク、ドキドキ！！ 夏の海を楽しみました！

杖で廊下を歩いています。
広告で作った棒をカット

しています。



＜ 書き初め ＞

＜ クリスマス会 ＞

年末年始の行事

9 月から 12 月は、苦情が０件でした。

今後とも学園運営への御理解・御協力を

よろしくお願いします。

＜2 月＞

2 日（金） 学習発表会

＜3 月＞

８日（金） 理髪

19 日（火） 分校修了式・卒業式

編集後記

日ごろ学園の運営に御理解いただき

ありがとうございます。

本刊について、御意見、御感想を

お寄せいただければ幸いです。（竹村）

学園ホームページ

苦情 結果報告


